













































る．近年，佐藤（ ）や （ ）によって，昭和基地で観測された気
象データの長期解析が報告されてはいるものの，昭和基地周辺の局地風や気象現象を取り
上げた文献はあまり多くはない．その中でも，守田（ ）による昭和基地開設初期の観

















観測データと 日 回（ ， ）の高層観測データ，アメリカ環境予測セ




() 風速が 時間あたり 以上の割合で増大．














年 月~ 年 月までのカタバ風出現特性
第 章の「カタバ風」と?えられる抽出条件に従って， 年 月から 年 月ま
で昭和基地での毎時地上観測データを用いてカタバ風を抽出したところ，年間全部で
回のカタバ風と判定された事例が抽出された．この抽出された事例を守田（ ）になら
い，図 に月別出現頻度，図 に夏季（ - 月)，春季と秋季（ - 月， - 月)，冬季（
- 月）に分けた，それぞれの風向別出現頻度と風速頻度を示した．ここで示した図は，カ
タバ風と判定された期間の最も大きい風速（毎時 分平?地上風速）の頻度である．この
つの図は，守田（ ）によって - 年のデータを使って解析された結果とほぼ同
様な傾向を示している．まず，図 の出現頻度については，解析した 年間で 回であ
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るので，年間 回弱（ 回）の出現頻度である．年間の発生頻度は，最も出現の少ない年
が 年と 年の 回であり，最も多い年は 年の 回であるので，毎年比較的
安定している．守田（ ）の出現頻度をみても， 年 月は解析に入っていないが，
年が 回， 年が 回， 年が 回であり， 年間で 回である．したがっ
て，年間 回程度の出現頻度である．この頻度は今回の抽出回数とほぼ同程度である．
つの季節に分けた頻度では，夏季が最も多く（ 回)，次いで，冬季（ 回)，春季と秋





図 月別カタバ風出現頻度分布．上段から下段にかけて，それぞれ， 年から 年までの









図 年 月から 年 月までに南極昭和基地でのカタバ風出現風向（左図）と風速出











て挙げた 年 月 日の事例を示す．
なると共に，総観場の指標ともなると?え調べることにした．また，図 上図には，高層
観測データから求めた風分布と風速を濃淡と矢羽根で示し，下図には温位分布を示してい
る．図 中赤実線，図 の太い実線はカタバ風が抽出された時刻を示している． 年
月にカタバ風が抽出された日時は全部で 回あり，その一覧を表 に示した．図 より，
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カタバ風として抽出された 例のうち 月 日の事例（図 ， では下欄の矢印）を代
表例として取り上げ，現地時刻で午前 時（ ）の深夜の時刻に当たる と，
午後 時（ ）の昼間の時刻に当たる の高層データの温位，湿度，風の鉛
直分布を図 に示した．また，同時刻の客観解析データ（ - ）での昭和基地周辺
の海面気圧，風向・風速，及び氷床の高度の水平分布図（図中の星印が昭和基地）と昭和
昭和基地周辺の局地風
図 年 月 日 （ )（左図）と （ )（右図）の温位と
湿度の高層データ．
基地（ ° ′″， ° ′″）のほぼ上空を通過する東経 度の経線に沿った温位と，










































全体的に風が強く，高度 以下の下層と高度 - 以上の上層に強風が現れている．
下図からも，最下層が非常に冷えていて大気の安定度が強いことがわかる．
カタバ風が抽出された 例の事例から， と にカタバ風が抽出され
た 月 日の高層データと客観解析データの と の状況を，図 と図
に代表的な例として示した．図 が図 と同様に高層データの図で，図 が図 と同様







て挙げた 年 月 日の事例を示す．
昭和基地周辺の局地風
表 守田（ ）の定義にしたがい抽出したカタバ風抽出
日 ( 年 月)．





















図 年 月 日 （ )（左図）と （ )（右図）の温位と湿
度の高層データ．
（ ）や （ ）， （ ），


















年 月から 年 月までの昭和基地での高層データを用いて， 以上の強風層の
出現頻度を調べた．
まず，図 に下層高度 以下の強風に注目し， 以下の高度での強風の出現頻
度を - ， - ， 以上の 段階に分けて時間頻度として表示した．高層
データは と の 時間ごとの観測であるので，回出現していれば
時間の出現時間としてカウントした． 年間の積算値を月別に示したのが上図で，季節別に
示したのが下図である．最も出現頻度が高いのは 月の初冬であるが， 番目は厳冬の 月
であった．一般に，- 月にかけての冬季に下層強風層の出現頻度が高い．逆に出現頻度が
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図 年から 年に 高度以下に出現した風速 以上の風速の出現積算時
間．上図は月別出現積算時間，下図は季節別出現積算時間．
低いのが - 月にかけての夏季であった．特に， 月は を超える下層強風の出現頻
度が最低で， を超える下層強風の出現頻度の最低は 月であった．
次に，高度 までの を超える風の出現頻度を調べた．その結果を図 に示
す．図中上段左の図は， 年間の出現頻度を百分率で高度 ごとに示し，上段右の つ
の図は，高度 以下での風速の出現頻度と 以上の風の風向の出現頻度を示し，
中段は，高度 - での風速と 以上の風の風向の出現頻度，下段は，高度 以
下の風速と 以上の風の風向の出現頻度を示している． 以上の強風層は最下













最後に，第 章で述べた夏季の典型例として示した 年 月 日と，冬季の典型例
として示した 年 月 日の事例を対象として，アメリカ・ペンシルバニア州立大学
―国立大気科学研究センタ （ー ）メソスケール気象モデル（ ）を基に，極
域現象に対応できるように改良された を用いて再現実験を行った．計算は鉛
直 層で行い，水平格子間隔 の領域を水平格子間隔 の領域にネストさせ，つ
の領域間の相互作用を?える として計算を行った．計算領域や用いたパラメー
タを図 にまとめた．計算の初期値や境界値データは 時間ごとの客観解析データ





夏季 年 月 日の事例
計算開始 時間後の 年 月 日 の， ， ， ，地表
の気圧高度（海面気圧)，温位，風向・風速の水平格子間隔 の での計算結








図 年 月 日 の の （上段左図）， （上段右図），
（下段左図），地表（下段右図）の温位，気圧高度（下段右図は海面気圧）と風分布．



























































































冬季 年 月 日の事例
年 月 日の事例では， と にカタバ風出現として抽出されて
いる．まず，総観場が再現されているかを調べるために，図 と同様，図 に
の ， ， ，地表の気圧高度（海面気圧)，温位，風向・風速の計算結
果を示した．この計算結果は図 左図で示した 年 月 日 の客観解析
データの図と同時刻である．両者の海面気圧と地上風の水平分布図を比較すると，シュミ
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図 に，図 と同様， 月 日の 時間ごとの海面気圧と地表風向・風速を示した．海
面気圧，地表風向・風速共に 日を通してあまり変動していない．昭和基地周辺の南極氷
床沿岸域は， 日中東風の強風である．南極氷床上や氷床沿岸に沿った海上でも，強い東風
































































































































守田康太郎（ )昭和基地で観測される 風について()．南極資料， ， - ．
佐藤 薫（ )南極昭和基地の気象．天気， ， - ．
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